
し
て
元
瀦
娃
…
專
、
鞄
錯
專
以
下
二
百
三
十
余
煎
の
獲
專
銘
丈
為
錐
寸
O

　
　
　
　
㊤
　
　
　
　
⑧
　
　
　
㊥
　
　
　
④

　
　
囎
地
券
徴
存
　
　
　
　
　
羅
振
玉
校
爲

　
上
認
許
よ
り
下
に
元
、
朋
、
高
麗
に
亘
る
地
雰
の
丈
奄
牧
古
し
簸
る
も
の

に
し
イ
、
支
那
古
重
書
學
上
稀
右
の
虫
唾
漏
る
を
失
ほ
す
、
今
北
ハ
の
擁
為
列
基

ぜ
ば
漢
に
建
初
買
地
劣
、
孫
成
覧
地
雰
、
房
桃
枝
買
地
者
　
奨
ほ
浩
宗
覧
地

券
、
晋
に
書
証
買
地
荊
。
朱
錠
翼
運
漕
旦
地
券
、
魏
ば
張
湯
器
買
墓
田
雰
、
唐

は
喬
姦
臣
銀
地
牒
、
劉
元
節
圃
旦
鏑
雰
、
南
漢
ば
雁
氏
買
地
券
、
　
宋
ば
馬
陰
面

馳
雰
、
理
乱
朔
1
1
地
券
、
金
ば
趙
麺
買
地
券
、
　
元
に
有
□
□
意
地
雰
、
言
口
李

口
□
買
馳
爪
亦
、
残
買
地
話
、
漏
斗
金
雑
買
地
券
、
残
地
舞
、
｛
蘭
廃
ほ
餓
世
賢

酒
地
券
あ
り
。
〔
以
ヒ
那
波
〕

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
や
　
　
　
の
　
　
　
ゆ

　
　
麟
古
鏡
の
研
究
　
　
　
富
岡
識
曝
書
著

　
散
富
岡
諸
平
氏
の
晩
年
最
も
力
為
致
さ
れ
カ
る
支
那
宵
鏡
に
關
す
る
論
文

た
箆
那
め
た
う
も
の
（
爆
り
。
窮
㎞
炊
市
小
晶
又
四
百
十
⊥
ハ
脚
只
、
　
同
剛
版
九
十
・
山
ハ
枚
よ
り
鵡
夙

り
、
驚
丈
す
べ
て
十
四
編
九
管
収
む
O
　
内
「
鑑
鏡
の
趨
源
」
「
口
⊥
不
海
土
の
山
火
那

古
鏡
」
「
千
久
㎜
岬
古
鏡
圃
誹
」
「
小
久
那
新
山
ハ
朝
年
酷
槻
鏡
野
！
し
「
｝
工
葬
畔
代
の
古
鏡
由
写
し

「
銅
鉾
釧
劔
…
律
寓
の
古
鏡
の
年
代
」
等
の
七
縮
に
嘗
て
本
誌
を
初
め
謹
聴
、
國

華
、
考
古
三
熱
誌
弊
に
拙
蔵
ゼ
ら
れ
し
も
の
に
係
る
も
、
他
の
厚
編
は
未
定

稿
の
類
に
し
て
署
者
の
最
後
に
抱
懐
ぜ
ろ
研
究
か
載
簿
詰
る
も
の
な
り
。
先

づ
其
の
つ
黙
象
鏡
考
」
σ
既
砂
特
殊
の
四
緑
に
現
に
る
〉
西
王
糠
東
王
父
の
覗

㌶…

ﾌ
財
側
聞
葎
汕
7
り
て
、
噂
代
の
考
察
ぜ
北
ハ
の
颯
帆
作
地
の
北
山
又
那
な
る
べ
き
な

論
じ
、
「
帳
戯
燗
鏡
考
」
に
於
い
て
ロ
、
文
様
の
周
秦
難
の
古
雌
器
に
類
似
撮
る

を
指
摘
し
て
麦
那
鏡
最
古
の
型
式
な
推
考
ぜ
り
。
「
支
那
古
鏡
醐
設
」
（
補
遺
）

P
μ
撫
…
顔
町
照
臨
駄
帯
加
鋼
、
内
行
脚
化
帖
雑
鏡
、
　
鈎
…
製
靴
似
聖
油
三
熱
韓
に
就
い
て
の
茄
胡
野
趣

第
五
谷
　
　
紹
　
介
　
　
綴

書

心
録
し
、
終
に
忍
者
の
到
建
ぜ
る
漢
六
朝
代
の
古
鏡
禦
攣
遜
の
｝
斑
か
概
循

ぜ
る
も
の
、
「
轟
ぴ
日
本
班
土
の
支
那
古
鏡
に
就
い
て
」
ば
鰹
に
本
誌
（
「
ノ

四
）
に
獲
裟
盛
る
稿
奉
つ
ぎ
、
同
式
鏡
の
集
成
か
試
み
、
其
の
年
代
為
考
定

し
て
遣
物
の
分
布
虚
野
照
し
、
　
こ
れ
よ
リ
我
が
國
文
化
の
蒲
朋
穿
の
飛
電
な
究

め
て
、
遣
物
上
よ
り
臼
ボ
曲
建
闘
「
の
年
代
な
考
へ
、
翻
聞
坐
心
に
．
見
ね
た
る
卑
粥
呼

の
鶴
人
な
る
や
の
問
題
に
及
び
、
　
叉
六
本
邦
古
墳
墓
年
代
研
究
の
方
法
な
説

け
り
。
つ
本
邦
佑
製
古
鏡
に
就
い
て
し
採
多
く
の
概
定
よ
り
こ
れ
な
瀬
捌
し
て

転
じ
く
我
が
古
代
文
化
の
性
質
な
論
ぜ
う
も
の
な
り
。
醐
版
ば
本
丈
の
順
に

依
q
新
に
作
製
ゼ
ら
れ
し
も
の
に
し
て
、
印
刷
，
鮮
明
、
本
縫
芒
封
照
し
て
好

資
料
蜜
云
ふ
べ
く
、
覚
ハ
の
口
樋
本
出
土
古
鏡
の
集
成
嗣
圓
の
如
斗
混
μ
本
・
邦
に
於
ゆ
り

ろ
窟
し
き
試
み
ぜ
し
て
班
究
上
永
く
峯
考
す
べ
き
も
の
な
ら
む
。
　
瑚
に
谷
頭

に
孟
四
噛
膝
、
宣
臼
田
、
蒔
禎
田
三
織
…
．
士
の
序
轟
又
あ
9
て
、
一
故
人
の
畿
潔
覗
存
磁
酵
へ
、
北
ハ

の
研
究
方
針
麺
説
き
、
巻
末
に
ぽ
梅
原
安
泊
の
「
富
岡
鼻
血
の
古
鏡
の
研
究

に
就
い
て
」
な
る
一
品
た
附
し
て
、
富
陶
氏
の
猛
毒
研
究
の
由
來
な
認
ぜ
q
o

（
定
債
八
・
○
○
、
丸
善
橡
式
舎
祉
）

　
　
　
　
＄
魯
⑧
⑧
⑱
趨
④
愈
⑱
＆
⑪
⑳
⑳

　
　
　
⑳
古
墳
瑳
見
石
製
模
造
器
臭
の
研
究
　
高
橋
健
爵
著

　
今
四
新
に
幾
刊
ぜ
ろ
帝
室
博
物
鱈
髪
上
の
第
一
研
に
し
て
、
主
ミ
し
て
伺

館
田
藏
の
石
製
穂
、
二
品
に
就
い
で
、
著
者
の
綜
括
的
研
究
な
簸
写
る
も
の
な
り

四
六
倍
半
、
本
丈
六
＋
頁
、
醐
版
二
＋
四
枚
よ
り
域
り
，
初
に
疵
の
累
層
晶

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の

の
研
究
上
に
於
け
ろ
関
破
な
指
摘
し
て
、
こ
れ
な
（
一
）
武
器
及
び
武
具
（
一
㈲
二
）

服
急
落
（
三
）
農
工
具
（
闘
）
鮒
索
具
（
五
）
機
畿
具
の
傷
者
に
大
別
し
、
更
に
こ

れ
為
二
十
七
種
に
細
分
し
て
｝
々
岡
に
依
り
て
其
の
霊
歌
性
質
為
寵
し
、
次

に
猴
來
著
看
の
注
意
に
上
れ
ろ
既
の
種
澱
品
の
分
布
為
録
し
て
、
畿
内
ビ
關

策
二
號

一
五
七
　
（
二
八
一
）

‘



猿
五
巻
　
　
黎
報

東
に
特
に
濃
燦
な
る
な
禦
げ
、
叉
出
土
の
遣
蹟
の
構
造
奉
検
し
て
、
其
の
帰

れ
も
古
墳
寡
な
る
た
注
意
し
て
、
｝
々
の
型
式
に
依
る
分
類
な
試
み
、
此
の

模
琶
品
に
支
那
の
明
器
定
同
じ
思
想
に
幕
く
も
北
ハ
の
問
影
壁
の
闘
係
な
く
、

鏡
ご
刀
劔
の
模
造
品
の
特
に
多
き
ほ
憲
ろ
我
が
國
畏
性
の
糞
露
ビ
見
る
べ
し

ミ
ぜ
り
。
而
し
て
最
後
に
浮
浮
の
製
作
年
代
に
就
て
ほ
（
｝
）
其
の
掛
土
遺
跡

に
埴
輪
あ
ろ
も
の
十
箇
研
あ
ろ
こ
書
、
（
二
，
石
棺
に
鮪
形
舟
形
及
び
長
持
形

あ
れ
こ
も
家
形
な
き
こ
ミ
、
（
三
）
馬
具
の
俘
出
庫
に
二
箇
所
な
る
こ
ミ
、
（
凶
）

土
器
多
き
に
反
し
晦
器
の
俘
趨
僅
に
二
葬
所
な
る
こ
書
馨
よ
り
論
究
し
て
古

壇
瞭
代
の
惰
眠
期
…
芒
も
云
ふ
べ
き
三
夕
薬
毒
善
薬
代
の
も
の
な
ろ
べ
し
定
ぜ
り

鳶
ほ
此
の
文
中
石
製
模
造
品
に
小
孔
な
穿
て
う
も
の
㌧
多
き
巨
樹
枝
に
懸
璽

ぜ
る
爲
な
り
建
断
じ
、
ま
敦
馬
の
我
が
國
に
齋
さ
れ
し
匡
韓
土
内
碗
の
頃
y
．

る
べ
し
芝
云
へ
ろ
匡
著
者
の
新
見
解
定
し
て
注
意
な
惹
く
。

　
燈
等
り
詑
蓮
中
、
分
類
．
分
布
の
繰
に
ほ
櫓
補
存
要
す
べ
き
も
の
あ
る
べ
く
、

濃
見
癒
跡
の
欺
態
た
線
ゼ
る
章
の
畿
内
の
部
分
其
他
多
く
地
方
穂
の
報
告
に

粟
き
し
爲
輔
訂
ゼ
ら
る
べ
き
も
の
な
き
に
め
ら
ざ
る
が
如
き
も
、
盤
富
な
ろ

麟
翫
心
灘
ひ
て
麗
の
種
遺
物
な
分
類
し
細
羅
三
二
ぜ
う
に
永
く
研
究
上
の
良

墾
考
衰
ろ
べ
し
Q
湾
し
て
莫
の
帝
室
三
物
醗
よ
り
此
の
種
一
報
の
公
刊
為
見

六
ろ
に
學
界
の
慶
事
定
し
て
特
酔
灘
す
べ
く
、
　
幽
存
重
れ
て
盆
心
心
知
備
…
ゼ
ら
る

可
き
為
信
す
。
（
定
偵
7
五
〇
、
帝
室
博
物
館
）

　
　
　
　
⑪
　
　
⑪
　
　
⑳
　
　
⑳
　
翻
　
　
⑮
　
　
鐙
　
、

　
　
㊧
露
本
管
建
築
精
華
上
　
　
　
　
　
…
罪
武
俊
編

　
卜
∵
中
・
下
・
の
三
部
に
…
猛
ろ
O
M
四
六
四
韓
旧
版
活
躍
日
本
・
細
搬
棚
の
大
鼎
川
な
り
O

署
者
が
鍛
年
來
實
地
に
就
い
て
自
ら
撮
影
黙
る
我
が
特
鯛
保
護
建
造
物
の
爲

眞
か
鍍
璃
腹
定
な
し
、
こ
れ
に
詳
細
な
る
解
説
な
附
し
て
、
古
建
築
物
為
集

策
二
號

「
王
八
　
（
二
八
二
）

◎

成
す
建
ろ
典
に
、
實
物
に
依
る
臼
木
建
築
史
夫
ら
む
定
済
し
も
の
な
り
Q
申

出
刊
行
ぜ
る
上
勝
ほ
法
隆
寺
の
藩
建
築
物
た
初
め
鎌
倉
噂
代
及
び
以
前
の
建

築
准
主
ミ
し
、
牧
む
る
所
二
百
九
十
絵
棟
あ
り
。
爲
眞
に
何
れ
も
給
葉
書
型

な
る
も
印
捌
癬
明
、
中
に
は
よ
く
細
都
の
挙
法
奄
示
ぜ
ろ
あ
り
、
製
本
の
典

雅
ご
待
ち
て
稀
に
見
る
こ
こ
ろ
な
り
Q
巻
頭
に
ば
伊
東
、
塚
本
、
無
板
、
内
藤

諾
構
貯
士
の
序
壷
X
な
酷
瓢
湖
一
。
　
こ
れ
．
等
の
諸
序
に
云
へ
ろ
加
〃
く
此
の
侶
狸
の
事
蝋
未
ぱ

官
紀
の
ま
さ
に
｛
釘
ふ
べ
・
き
瓶
に
し
て
両
も
ぬ
木
だ
こ
、
れ
な
か
り
し
、
も
の
、
　
今
氏
マ

に
よ
り
て
、
な
さ
れ
六
る
ほ
一
に
北
ハ
の
戯
唄
心
、
こ
其
の
好
位
置
に
居
ろ
結
果
に

依
る
べ
く
蜀
り
美
衝
の
研
究
者
の
饗
考
乳
う
に
ピ
穿
ま
ら
ざ
る
べ
し
。
　
（
定

偵
｝
八
・
O
O
　
穴
阪
毎
口
新
囲
代
理
部
脇
指
）
　
〔
以
上
梅
凍
〕

彙

華華

　
　
　
　
若
三
諦
越
鳥
浦
秦
氏
燐
藏
交
永
年
闘
の

　
　
　
　
船
旗
及
古
交
書

　
醸
弁
縣
二
戸
勝
地
調
査
委
鋲
上
出
三
や
氏
ほ
昨
年
†
一
月
建
旧
年
「
月
蜜

二
圓
に
㈹
縣
下
若
狭
鰯
遠
敷
郡
内
外
海
村
田
鳥
に
掲
張
し
て
詞
地
の
奮
家
秦

守
一
氏
所
蕪
の
古
甜
錐
た
調
査
し
、
一
食
時
代
の
船
旗
、
存
始
め
多
搬
の
古
文

書
な
輔
養
ゼ
ら
れ
六
い
，
就
中
珍
貴
な
る
に
離
旗
、
に
し
て
畳
さ
二
尺
田
寸
八
分

幅
九
寸
三
分
、
地
質
に
上
布
な
用
ゐ
上
部
に
髭
條
氏
の
家
紋
葎
描
乱
丁
ハ
下
に

　
　
窟
撲
守
殿
卿
湖
畔
狭
國
守
毎
分

　
　
多
島
、
浦
無
徳
勝
也


